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のです。全国平均の3.4％にしても、景気回復したアメリ
カが7%まで失業率が下がったといわれていましたが、そ
れでも日本の2倍で、日本は異常な人手不足なのです。
　なぜこれほど人手不足なのか、今後どうなるのかを考
える時のポイントは、これを人口問題ととらえることで
す。2010年から2020年の間に日本に住んでいる人が396万
人減るという予測がありますが、これが300年続くと日本
から人がいなくなる、というペースで、まずはゆっくり
としか減っていかないということを覚えておいてくださ
い。では生産年齢人口といわれる、15歳から64歳の人は
どうなっているのでしょうか。6年前には8,173万人いま
したが、4年後には800万人減るのです。こうなると、企
業は採用がますます厳しくなってきます。その一方で増
える層は、65歳以上の高齢者の人口です。65歳以上の人
は同じ期間で666万人も増えるのです。
　人手不足解消のため、外国人労働者に期待する考えも
ありますが、外国人は日本国内に現在200万人しかいない
ので、彼らを増やすよりも600万人以上増える65歳以上
の人の３人に１人に働いてもらった方がはるかに簡単で
す。ただ、これには大きな問題もあります。75歳以上の高
齢者の3人に1人が要介護、5人に1人は認知症というデー
タがあるので、誰かがお世話をしなくてはいけないので
すが、お世話をする側も絶対的な人手不足なのです。

社会の効率化が
国際競争において最も重要
　人口減少が進む中で、効率化して、かつ壊れない社会
を作っていくことが重要になります。20年後には85歳以
上の人が1,000万人を超えるという予測に、例えば定年延
長すればいいという意見もありますが、全体的な解決に
はなりません。また過疎化が進む地方に比べ、東京は大
丈夫だという意見については、確かに2013年1月1日から
3年間の首都圏の住民票のデータでは、人口が40万人増え
ていますが、生産年齢人口は32万人減っていて、増えて
いるのは高齢者だけです。ですから、人口が増えている
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　受賞された皆さま、誠におめでとうございます。そし
て、日本の屋台骨を支えている皆さまに感謝を申し上げ
ます。本日は「人口からみる日本経済とITの未来」を
テーマにお話をさせていただきます。

現在の人手不足は
人口問題に起因している
　労働集約型のコンピュータの保守の世界で、重要な役
割の人が辞めたり、病気になったりすると、大変なこと
になりませんか？　仕事量は増えているが、人員が増え
ない。年々複雑化する業務で、相手を待たせることも多
い。今の日本に足りないのは仕事ではなくて人手なので
す。2015年の完全失業率は、全国平均3.4％ですが、実際
には地方でも人手不足が起きていて、例えば福井県の失
業率は1.8％、過去15年を調べると最も低いのは島根県な
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と油断している東京も危険なのです。
　人手不足を改善するためには、社会全体の見直しをす
る必要があります。コンピュータにできることは任せな
ければいけません。ただ、すべてを任せるのは絶対に無
理です。コンピュータは自己修復ができないからです。
いずれにせよ、コンピュータに任せるところがどんどん
拡大していき、コンピュータの保守をする業界の人手不
足がますます深刻になるのです。
　他方、国際競争上では高度情報ネットワークによる社
会全体の省エネ化こそが最も重要になりますので、工場
だけでなく、社会全体を省エネ化することが求められま
す。高度情報ネットワークの機能停止はどんな災害より
も恐ろしいことです。
　コンピュータの保守点検こそ、日本の社会の根底を支
える最も重要なことなのです。
　これまで日本はどんどん生産性を上げて、資源がなく
てもきちんと外貨を稼ぎ、そして今、世界でまれに見
る治安の良い社会を作り上げています。日本はよくやっ
ていると思います。人口の減少を止めるために子どもが
もっと増える社会作りは重要ですが、本当に最も重要な
ものは目に見えません。6月の伊勢志摩サミットで逮捕
者がゼロだったように、皆さまが日々なさっているコン
ピュータの守りこそが重要なのです。皆さまが日本の屋
台骨を支えているのです。長い時間、ありがとうござい
ました。

人口成熟社会を支えるのはIT
　ITは人間の仕事を奪い、経済を悪化させる
　⇒ITは常に人手不足の成熟社会を支える生命線
　⇒人は、人しかできないこと（感情労働と判断）に従事

？

　日本の国際競争力を支えるものはものづくりである
　⇒産業用ソフトウェアの国際競争力強化こそ最重要
　⇒高度な制御による社会全般の省エネ化も重要

？

　日本の安心安全を守るのは防衛力と防潮堤と
　交通インフラである
　⇒社会の安心安全の機関は高度情報ネットワーク
　・戦争より天災より、情報網の機能停止が最大の脅威
　・コンピュータの保守点検が、日本社会の根底を支える

？


